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Ⅰ　はじめに









一された保育課程の枠組みも作成されている。平成 21 年 10 月から安心子ども基金研修事業（保
育の質の向上研修事業）として県北地域の研修会「保育所保育指針を読み解く」がスタートした。
保育協会を始めとして、研修に参加される保育士・調理士など保育に関わる方々の意気ごみが感
じられる中、筆者は６回の講習を担当、引き続き次年度 22 年は、5 回の講習を担当させていただ
いた。平成 21 年度は保育課程作成、平成 22 年度は、政策にあがった「子ども園」に対しての動
向等に注目が強く、受講者の動揺が伺える感があった。
　１回の研修は講義２時間、グループ協議２時間の合計４時間であったが、どの会場も受講者の






















































































































































































































20 代：11 人　30 代：10 人　40 代：15 人　50 代以上：22 人
		
3 養成校と小学校の交流
																							
（1）白南風小学校公開研究授業参観（10/22）
　小学校でも、近年児童や生徒を取り巻く環境は、急速な情報化が進み、多くの情報を簡単に手
に入るようになったが、同時に希薄な人間関係など児童の心の問題が浮き彫りになってきた。そ
こで
第１「命を大切にする心」
・「命」の重みを実感し、「死」を軽々しくとらえない。（生の肯定、死の否定）
・自分を好きになり、自分を大切にし、自分に自信をもって生きようとする。
・地域とのかかわりの中で、ともに生きる自信をもち、生きる喜びを感じる。
第２「思いやりとたくましさを持つ優しい心」
・自分がかかわりを持つすべてのものに、思いやりの気持ちを持つ。
・自己と対話を重ね自分自身を深めつつ、根気強さをもち自らを律し、他と協調しようとする。
・相手の気持ちを察したり、理解したり、自分の気持ちを素直に表現しようとする。
第３「地域の良さを感じ誇りに思い、地域を愛する心」
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・地域との交流や体験活動に進んでかかわろうとする。
・地域のことを学び、そのよさを感じ自分をはぐくんでくれている地域を愛する。
この３つのテーマを「豊かな心」と定義し、児童の豊かな心を育成するための教育の取り組み以
上の取り組みを続け、児童・保護者・地域の方を対象にアンケートが実施された。
児童：自分のことが好きですか？
	
保護者：お子様は、友達のことを大切にしていると思いますか？
	
地域の方：地域の児童生徒は、地域や町内会の行事を知っているでしょうか？
	
　この３つのテーマをもとに取り組まれた成果によって、児童の自己肯定感は上がっており、他
のアンケートからも自分たちに身近な存在についても肯定的にとらえていた。また、「人とのかか
わり」をはじめとし他の項目についても、総合的に数値は高くなっていることがアンケート調査
でわかっている。　　
（以上　白南風小学校配布資料をもとに作成）
＜子ども達の授業風景について＞学生 A・Ｉレポートより
　発表会後、授業参観をおこなった。子どもたちの机はコの字型に並べられており、先生をより
身近に感じながら授業に励んでいた。私が見学したクラスでは道徳の授業が行われており家族愛
がテーマである「たまご焼き」の資料をもとに、授業が展開されていた。物語の主人公の気持ち
を考える場面では心のグラフが活用され、主人公の気持ちをグラフ化することによって多様な気
持ちやその変化に気づくことが出来ていた。また、自分の体験から主人公の気持ちを連想させ、
多くの子どもたちが積極的に自分の意見を発表している姿がとても印象的であった。その後、児
童の保護者の方をゲストティーチャ―として迎え家族に対する思いを話された。児童の聞く姿勢
はとても真剣で一人一人の子どもたちが真面目に授業に参加していた。聞き終わった後の話し合
いでは「家族に支えてもらったこと」「家族に感謝したこと」を中心に児童が自分の体験談を発表
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し、改めて家族の大切さや感謝への気持ちなど、普段忘れがちな家族の有難みを再確認していた。
もうひとつのクラスは佐世保の地名になっている「山縣氏」を招聘しての授業であった。山縣氏
の初代の掛け軸など持参され土地開発などの話を現在の地名をまじえて話された。自分たちの地
域にいる方への関心が強くなっていく様子がよくわかった。クラスメイトの意見を認め合いなが
ら自分の意見を述べる子どもたちの姿はとても生き生きとしていて、自ら手を挙げ発表をしたり
黒板に先生が書かれたことを一斉に板書する光景からは授業に取り組む子どもたちの熱心さが伝
わってきた。
　子どもたちを取り巻く環境の変化に合わせ、子どもたちが必要としているニーズに応えること
の難しさや、その重要性について学べた。先生方の子どもたちに対する授業への取り組みや子ど
もたちの授業に対する真剣な表情を見ることができ、大変貴重な体験となった。と述べている。
　
　見学した２つのクラスでは授業後、研究会が行われ、学生も参加することができた。このよう
な機会を得て、今後乳幼児と接する事が仕事となる学生にとっては、成長した姿をイメージし、
乳幼児期から児童期への連続性や心身の成長の過程を知る好機となった。　　　　　　　　　　
	（2）放課後児童教室			
　　（5）「皆瀬小学校放課後子ども教室」（ベーコン作り）(1/29・2/5)　　　　　　　　　　　　
　筆者のゼミ学生と共に、土曜日の放課後児童教室で子どもたちとのベーコン作り体験をす
る。2週に渡っての活動となり、子どもたちも学生に親しみがわき、2週目は手紙を持参したり、
姿が見えると飛びついてくる子どもたちも多く見られた。4歳から小学校高学年までの幅広い
年齢層である。
　このように幼稚園や、学校でも土曜日や規定時間外に園内や学校で過ごす子どもたちが増え
ている。県内でも、このような機会を子どもたちの為に有効な時間にしようと地域やボランティ
アの活動が活発になっている。皆瀬小学校では、前教頭先生も来校し、校長先生・現教頭先生・
PTAの方、地域のボランティアに交じって筆者も前年度から参加している。学生も又、子ど
もと活動するベーコン作りの過程の中で、命の重みや、大切さを感じていく事となった。保育
実習に比べ、年齢の高い小学生が中心であり、活発に反応してくる子どもたちに導かれ学生の
言葉が自然に多くなり、行動も機敏になっていった。
　　　　　　　　　５キロの豚バラ　　　　　　　　　　　　豚のここの所の肉　　
		
　　　　　　　　　　（2・3日前まで生きていた、地元の豚の命をいただく）
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　　　　　　涙で玉ねぎを切る子どもたち　　　　　　　　豚肉をたこ糸でつるす
		
　　　　ベーコンを燻す間のネイチャーゲーム　　　　　　　ベーコンドック完成
		　
Ⅳ　結びと今後の課題
　本稿で述べた「保育所保育指針を読み解く」研修講座を担当し、保育の現状をより身近に探る
事ができた。　保育内容の変遷をたどり、筆者自身の授業内容見直しや改善の機を得ることがで
きた。養成校を卒業後、数日のうちに保育者として　子どもや保護者と関わっていく卒業生は、
その専門性が求められていく。
　「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」の背景にあるものを授業の中で伝えることの重要性を感
じている。又、保育内容を構成する様々なファクターについて、学生が理解できる授業改善にむ
けての努力を続けなければならない。「保育指針」や「教育要領」の改定前からの動向把握や研究、
情報の収集が十分にできていなかった事は、おおいに反省すべき点である。
　本稿においてのアンケートから、保育所と幼稚園の交流・連携がほとんどない事がわかった。
このような中で「子ども園」に向けての施策が進んでいる事には、課題が多いと感じる。両施設
の歴史と保育内容を、子どもに係る人々は責任を持って修得していかなければならない。
　保育所側からは、平成 21 年度、初めての保育課程を作成し、保育所児童保育要録を書き終えて
小学校に送付したが、反応の薄さに落胆した、という声も多く聞かれている。平成 22 年度、佐世
保市子ども未来部では、子育て支援協働事業の中で、全小学校校長・保育園・幼稚園が一堂に会し、
意見交換を行う機会を設けた。このような場が今後も増える事に期待したい。養成校側からもこ
のような場に出席し、地域の現状を把握していき、問題提起や社会資源としての役割を果たして
いく事が大切ではないだろうか。又、筆者の授業改善に向けても、実践現場との交流や研究は欠
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かすことができないことだと痛感した。
付記　本研究は長崎短期大学、平成 22 年度傾斜配分研究費の助成を受けて行ったものである。
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